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房総海域における魚卵・稚仔魚の分布-1

マサバ・マイワシ・カタクチイワシ

芝田健二・平本紀久雄

はじめに

房総およびその隣接海域はマサパ，マイワシ，カタ

クチイワシをはじめとする重要漁業資源の主漁場であ

ると同時に，主産卵場でもある。

東海区海域における魚卵・稚仔魚の分布について，
1) 2-幻 5)

これまでに服部，渡部，平本 の報告がある。しかし，

房総海域における魚卯・稚仔魚の分布に関する研究は

渡部(1972) むよび平本(1976) を除いては少ない。

筆者らは， 1965~ 1977Wの13年間にわたりイワシ類

とマ吋パの卵・ ff，-仔調査を主として房総海域において

行なった。

本報告はこれらの資料をもとに，当海域に出現する

マサノ¥， ?イワシ，カタクチイワシの卯・稚仔の時空

間変動を把握l，これら主要魚種の再生産機梼解明の

ための基礎的知見を得ることを目的とした。

材料および方法

魚卵・稚仔魚(以下卵・稚f子と呼ぶ)の採集には⑮

Bネット (0.33mm網目，口径45cm) を使用し，深さ150
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図1 沿岸定線調査測点

mから(これよりも浅いところでは海底付近から)表

面までの鉛直曳きを実施した。採集物は船上でホルマ

リン固定して実験室に持ち帰り，卯・稚仔を種類別に

選別後計数した。

表1 年別曳網地点数とマサバ，マイワシ，カ97チイワシ 卵・稚仔の年別出現数 1965年~1977年 1 ~12月 ⑮Bネット

正之t延曳網 7 サパ マ イ ワ シ カ タ ク ーT イワシ

地点数 出現地点数卵出現数 I~ff出現数 出現地点数卯出現故稚仔出現数 出現地点数卵出現数稚仔出現数

1965 269 52 982 162 6 15 56 2.141 102 

1966 285 27 329 29 16 30 56 875 76 

1967 267 26 364 27 2 3 38 850 107 

1968 263 7 89 20 2 5 22 369 21 

1969 286 18 371 553 4 4 49 1，464 2 

1970 304 7 10 75 29 488 43 

1971 317 3 10 46 1，359 91 

1972 29，1 32 1，161 138 16 88 6 74 1，335 145 

1973 311 31 723 1 11 31 55 3，107 312 

1974 303 27 3，546 37 18 97 25 46 965 86 

1975 333 33 3，365 37 25 450 6 48 1，085 36 

1976 310 50 1，845 229 42 978 38 l.111 13 

1977 336 84 I，Of7 56 44 337 1 51 1，437 25 

Z口L 言f 3，878 387 13，792 l.296 199 2.123 38 608 16，586 1，059 
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マサバ卵・稚仔の月別出現数の経年変化.

1965-1977年

・一一卯

図 2

一一一0一一様仔

期J(1972-1973年)には縮小し房総海域ではほとんと

みられなくなる。

3 )卯の発生段階別出現量

房総北部の犬吠埼南東沖合 (St目 7-13) および，

南部の外房沖合 (St.4，24-26)の定点(関 1)にお

ける1972-1977年の発生段階別マサパ卯の出現数は、

図4-A) に示される。

これによると，犬吠埼南東沖合線ではA-stageお

よびB-stageが多く出現していた。外房の鴨川南東

沖合線ではB-stageお、よびC-stageOllが多く出現し

ていた。マサハ卵の分布は J:記のいずれの海域でも，

200m等深線沿いのSt. 24，4 (外房沖合)および St.

1O(犬吠埼南東沖合)付近の黒潮沿いに多い傾向があ

る。したがって，マサパは房総海域では，犬吠埼南東

沖合の 200m等深線沿いの海域で産卵しているものと

推定される。また，外房沖合に出現した卯は発生の進
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採集測点は，図 1に示した房総海域のj魚ii&況予報事

業で定められた沿岸定線調査測点27点で， 1965年 1月

から1977年12月まで毎月 1凶の採集を実施した。

採集iNr)点数は表1に示したとおり延 3，878地点で，

魚種別の延出現点数はそれぞれマサパ 387J出点，マイ

ワシ 199地点，カタクチイワシ 608地点である。また，

得られた標本数は魚種別にそれぞれマサパ卵13，792粒，

仔魚 1，296尾，マイワシ卵 2，123粒， f子魚 199尾，カ

タクチイワシ卯16，586粒， f子魚、 1，059尾である。

卯・稚f子の発生段府IX:分は渡部・!服部 )(1971)の方

法に従い，卯は発生初期からふ化直前までの期間を発

生初期 (A-stage)，発生中期 (B-stage)，発生後

期 (C-stage)の3段際にそれぞれ区分した。なお，

A -stage卯はいずれの魚穏でも産卵後 1日以内と推

定される ので，これらの出現地点を産卵地点とみな

して考察した。

1 .マサバ卵・稚{子

1) 月別出現量の経年比較

房総海域におけるマサパ卯・稚仔の月別出現数の経

年変化を図 2に示した。それによるとマサパ卯・稚仔

の出現は，いずれの年でも 2-8月に認められ 9月か

ら翌年 1月の問にはほぽ出現していをし」また，マサ

ノ、卯は主として 3-4月lこ集中して出現している。し

かし， 1964年には 5月に集中して出現していた。した

がってマサパの産卵期は 3-6月で，その盛期は 3-

4月と考えられる。また，マサパ稚!干の出現は卯の出

現盛期と一致している。

経年的にはマザノサstlE見数は1965-1967年にはやや

多くみられたが， 1968-1971年には低水準となった。

とくに， 1970-1971年にはまったく出現しなかった。

1972年以降マサパ卯はふたたび著しく増加している。

マサパ卵の年間総l出現数は1965-1969年には， 89-

982粒の範囲であったが， 1970-1971年には皆無とな

った。その後急増し1972-1977年には 723-3，546粒

に達している。なかでも， 1974年のマサノミ卯の総出現

数は 3，546粒を示し最高であった(表 1)。

2)水平分布

図3はマサパ卯の1972-1977年の 6年間にわたる春

季 (3-6月)の平均分布量を示したものである。マ

サパ卯の分布は，外房沖から伊豆諸島域(犬家出し海

域)にわたる海域に帯状となって形成され，その資源

の増大期 (1974-1976年) Iこは 1曳網当り 100粒以上

の濃密分布域は勝浦~犬11大埼i中にもみられるが，減少

果結
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んだB およびC-stage が多し」これらは産卵後 1~

3日を経過したものと考えられるので，房総海域以西

の伊豆諸島域から流されてきたものと推定される。
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次に，発生段階別出現率の年変動は閃 5-Aに示さ
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図 3 マサパ卵の年別平均分布量， 1972-1977年.

重喜多:10-99 (札制

媛率惨:100く(札制)
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れる。これによると1972-1973年にはA品、よびB-stage

卵が平均して25-30%出現していたが，卵の出現水準

の高かった1974年には，比較的発生の進んだC-stage

卵の出現が全体の90%を占めていた。 1975年以降はA

およびB-stage卵がきわめて多く出現し. 80-90% 

を占めていた。

2.マイワシ卵・稚f子

1 )月別出現量の経年比較

房総海域におけるマイワシ卯・稚仔の月別出現数の

経年変化を図6に示した。それによるとマイワシ卵・

稚仔の出現数の経年変化は. 2-7月および10-11月

に認められ 8-9月. 12月~翌年 1月にはまったく出

現していない。また年 (1966年. 1970年)によっては

10-11月に卯の出現がみられている。これら秋季の出

現数は春季と比較するときわめて少ない。マイワシ卯

は主として 3-5月に集中して出現していることから，
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産卵期l土3-6月と考えられ，その盛期は 3-4月と

なっている。また，マイワシ稚仔の出現は卵の出現盛

期とほぼ一致している。

経年的にはマイワシ卯出現数は1965-1971年には低

水準で経過し. 1972-1974年にはやや増加傾向がみら

れた。さらに. 1975-1977年にはマイワシ卵は著しく

増加している。

マイワシ卯の総出現数は，経年的には1965-1971年

には 3-75粒と少なし 1972-1974年には31-97粒と

やや増加がみられ，その後1975-1977年には急増し，

337-978粒に達した。なかでも1976年の総出現数は，

978粒を示し最高であった(表 1)。

2 )水平分布

図 7はマイワシ卵の1972-1977'1;の64'関にわたる

春季 (3-6月)の平均分布量を示したものである。

マイワシ卵の分布は1972-1974年には外房海域に分布

守Q、

ム〉
ρ' 

図4 マサパ・マイワシ・カ合ヲチイワシ卵の採集地点別発生段階別出現数.1972-1977年

0---------0 : A -stage ・一一一一・:B -stage L'.γー ム:C-stage 
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図 6

はみられず，勝浦i中または犬吠埼i中に縮小した形でみ

られた。しかし， 1975年以降マイワシ成魚若手の来遊量

が急増するとともに 1曳網当り 100粒以上の濃密分

布域のll:¥現がみられるようになった。それ以降マイワ

シ卯の分布域は年によって異なっており，そのj農信分

布は1975年には外房沖， 1976年には犬吠埼i中に， 1977 

年には外房j中にそれぞれ存在していた。

3)卵の発生段階別出現量

マイワシ卯の発生段階耳IJ出現数を図4-B)に示した。

これによると犬吠埼南東沖合域ではA-stageおよび

C -stageが多く出現している。外房沖合域でも同様

にA-stage品、よびC-stage卯が多く出現していた。

それらの分布はいず、れの海域でも 200m等深線沿いの

St. 24 (外房沖合)むよひ、St.10 (犬吠埼沖合)付近

の黒潮内側寄りに多い傾向がある。マイワシは房総海

域では，犬吠埼南東沖合，外房沖合の両海域に産卵初

期1の卯が多く， したがってこれらの海域で産卵されて

いるものと推定される。また同時に発生段階の進んだ

卯も多くみられた。これらはJli'igs後2-3日を経過し

たものと考えられるので，房総海域以西から流されて

きたものと推定される。

次に，発生段階別出現率の年変動は図 5~B に示さ

れる。これによると1972-1973年にはA-stage卵の

出現が60-70%を占め， 1974-1975年にはC-stage 

卵の出現が全体の40-60%を占めている。特に，マイ

ワシの資源量が高水準を示した1976-1977年にはA

stage卵が多く，全出現数の60-70%を占めている。 一…0一一一 稚f子
C 

カ空クチイワシ
B 

マイワシ
A 

マサパ

% 
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マサパ・マイワシ・カ合ヲチイワシ卵の発生段階別出現率の年変化， 1972-1977年.圃 A-stage 重量 B-stage 仁コ C-stage 
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3.カ空クチイワシ卵・稚仔

1 )月別出現量の経年比較

房総海域におけるカタクチイワシ卯・稚仔のFI別出

現数の経年変化を図 8に示した。それによるとカタク

チイワシ卯・稚仔の出現は 2-11月に認められ， 12月

~翌年1月にはそれぞれまったく出現していない。カ

タクチイワシ卯は主として 4-8月の長期にわたり出

現している。しかし，その産卯盛期は年によって多少

異なっている。すなわち， 1965年には4-5月に， 1966

-1975年には 4-8月に， 1976c--1977年には 6-7

月にそれぞれみられた。また，カタクチイワン-Iffi!子の

出現は卯の出現盛期とほぼ一致している。

経年的にはカタクチイワシ卵出現数は1965年には多

く，以後減少し1968年， 1970年にはとくに少ない。し

かし， 1973王子には大幅な増加がみられ，他の年にはお

おむね年変動は少ない。

カタクチイワシ卵総出現数は1965-1967年には 850

- 2，141粒，1968ilo 369粒， 19691f. 1，464粒， 1970年

尾 粒
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図8 カゴ首ヲチイワシ卵・稚仔の月別出現数の経年変

化， 1965-1977年
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488粒， 1971-1977年には 965-3，107粒にそれぞれ達

している。なかでも1973年のカタクチイワシ卯総出現数

は 3，107粒で最高を示した(表 1)。

2 )水平分布

図 9はカタクチイワシ卯 (3-8月)の1972-1977

年の 6年間にわたる，平均分布量を示したものである。

カタク子イワシ卯は1972年には犬吠埼および外房海域

に分布の中心がみられた。 1973年には分布の中心は九

十九里南部にあり， 1974-1977年には犬l吠埼，九十九

里南部および外房海域にあった。

近年カタクチイワシの産卵は相模湾，東京湾等に集
9) 

中して行なわれている年が多く，外房から犬吠埼海域

の分布密度は低い。

3 )卯の発生段階別出現量

カタクチイワシ ~IJの発生段階別出現数は図4-C) !こ

示される。これによると，犬吠埼沖合ではA-stageOs 

が最も多く出現し，その分布域はい Fれの海域でも沿

岸寄りのSt.11-13 (λ1吠埼i中)，およびSt，25-26(外

房j中)付近の沿岸寄りに多い傾向がある。したがって，

房総海域では犬吠埼南東i中および外房j中の 200m等J架

線の内側域でカタクチイワシの産卵がf丁なわれている

ものと推定される。

次に，発生段階別出現率の年変化は図 5-Cに示さ

れる。これによると1972年にはA-s旬ge 卯品、よび

C -stage卯が多く出現したが， 1973-1977年にはA-

stage卵が圧倒的に多く出現し， B-C-stagessの出

現は少ない。とくに1977年にはA-stage卯の出現が

きわめて多く，全出現数の95%を占めた。

考 察

卵・稚仔の分布は，種ごとに発育にともなってその

様式に変化がみられる。その分布および出現状況は年

によっても異なっている。房総海域にJ出現するマサパ，

マイワシ，カタクチイワシ卯の分布についてそれぞれ

検討すると次のとおりである。

マサパ卯・稚仔の出現は毎年 2-6月にみられるが

房総海域における主産卵期は 3-4月となっている?

その産grJ量は，過去13年間をみると 4つの時期に区分

される。すなわち， 1965-1967年の高水準に維持され

た時期から， 1968-1971年の一時的な減少期， 1972-

1973年には凶復期および1974-1977年の高水準邦jに区

分される。房総およびその周辺海域における卵数の変

動は，渡部(1975) によると伊豆諸島域に産卵期]前後

にかけて来遊するマサパ成魚群の漁獲量と比例してい
8) 

るものと考えられている。したがって， 上記の産卯数
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の年変動からごの海域へ来遊した成魚群の水準を推定

することも可能となろう。
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マサノ句Hの水平分布は外房海域から，伊豆諸島(大

室出し海域)にわたる海域に帯状となって形成されるi
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図9 カ9.'7チイワシ卵の年jJlJ平均分布量， 1972-1977年

信号:10-99 (開)

領曲砂:100く(粘鋼)



その資源量の増大期には房総海域でも勝浦からカ吠埼

i中に濃密分布域が形成され，減少期にはその分布は消

滅する(図 3)。

さらに，房総海域におけるマサノfは卵の発生段階別

出現率からみて，北部の犬吠 南東沖合の 200m等深

線沿いの海域で産卵しているものと推定される。しか

し，外房沖合に出現した卯は概して発生段階が進んで

いるので，房総海域以西の伊豆諸島域から黒潮によっ

て運ばれてきたものと推定される。

マイワシ卯・ fjllf子の出現は主に 2~7 月にみられる

が，産卯盛期は 3~4 月と推定される。

マイワシ卯の出現は. 1965~ 1974年には低水準であ

ったが1975年以降急増している。マイワシ卵の出現は

資源量水準の低い年は房総海域にはほとんど分布せず，

資源量水準の増大期には房総海域にも濃密に分布して

いる。

近年の房総海域におけるマイワシの産卵は南部の外

房以問海域で早期に始まり，濃密域は外房海域に存在

する年が多く， ー方，北部の犬吠埼海域では分布範囲

は狭く希薄である。

房総海域におけるマイワシ卯は犬吠埼南東沖合. t，. 

。c 
25 

1 5 

1 0 

33 34 35χ。

図10 房総海域におけるマサバ・マイワシ・

カ~?チイワシ卵の出現地点における表

面水温と表商塩分量との関係，

1975-1976年

6:マサパ ・:マイワシ

0:カタクチイワシ
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よび外房沖合に発生初期のものが多く，これらの海域

で産卵しているものと推定される。また，同時に発生

の進んだ卵も多く見られた。これらは房総海域以西か

ら，黒潮によって運ばれてきたものと推定される。

カタクチイワシ卯・稚仔の出現は上記2種類と異な

り 2~11月の長期間にみられ，その盛期は 4~8 月に

みられている。しかし. 1976~1977年にはカタクチイ

ワシ卯の出現は 6~7 月のみで，その産卵量も極端に

少なくなっている。近年カタクチイワシの産卵は房総

海域以西の相模湾， 東京湾等に集中して行なわれる年が

多く，犬吠埼?中から外房海域の分布密度はきわめて低

い水準と主っている。しかし，房総海域におけるカタ

クチイワシ卯は発生初期のものが多しミ。したがってカ

タクチイワシ卯はマサパ，マイワシ卵よりも黒l扮流に

よって輸送されにくいものと推定されよう。

房総海域に出現するマサパ，マイワシ，カタクチイ

ワシ卯の出現地点における表面水温と塩分の関係を凶

10に示し，魚種ごとに卯の出現条件を検討した。これ

によるとマサバ卯は水温15~24'C • 塩分量34.1~34.7

9品，マイワシ卯は水温14~20'C .塩分量34.1~34.79品，

カタクチイワシ卯は水温15~230C .塩分量32.9~34 .7

%にそれぞれ出現している。このことからカタクチイ

ワシ卵は広混，広塩↑生で適応範凶が広<.マイワシ9fl

l立狭温，狭塩{生であり，マサパ卯は 2種の中間を示し

ている。このことは，魚種による環境条件に対する適

応性が異ゃなることを示唆している。

筆者らは今後，房総海域に出現する他魚種の卯・稚

仔の分布特性について，順次明らかにしてゆく所存で

ある。

要約

房総海域て⑮ネットにより. 1965~1977年の13年間

にわたり採集されたマサパ，マイワシ，カタクチイワ

シの卯・稚仔出現傾向をそれぞれ検討し，以下の結果

を得た。

1 )房総海域に出現する主要魚種の産卵期は，マイワ

シが 2~3 月と早く始まり，マサパは 3 月に，カタ

クチイワシは 3~4 月とおくれ，産卵のピークも順

次差がみられた。

2)卯の経年的変動をみると，マサパは1972年，マイ

ワシは1975年以降に増加がみられ，カタクチイワシ

は1973年に大幅な増加がみられたほかは，ぁ、おむね

年変動が少ない。

3 )卯の分布は種による分布域の遠いを示した。マサ

パは 200m等深線沿いのj中寄りに，マイワシはそれ
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よりやや内(M~ に，カタクチイワシはさらに内側のiG

岸域に分布した。

4 )卵の発生段階別出現量は各発生段隣の卵が競合し

て出現している場合と，そうでない場合がみられた。

マサパは犬吠埼沖合では発生初期!のA-stage卯が

多く，外房沖合では発生の進んだB~C-stage卯の

げI現がみられた。マイワシはA台よびC-stageonが

カタクチイワシはA-stage卯が最も多くlH現した。

これら発生初期の卯は出現海域で産卵されたものと

推定され，発生の進んだ卯は房総海域以西から黒潮

によって運ばれてきたものと推定される。

5)出現地点における表面水温と塩分の関係を魚種こ、

とに卵の出現条刊を検討すると，カタクチイワシ卵

は広温， ，.ぷ塩併で適応範囲が広く，マイワシ卯は狭

温，狭塩{生であり，マサパ卯は 2種の中閣を示して

いる。
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